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（研修名　　　　　　　　　　　事業概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（記入者　　　　　　　）（　　　年　　　月　　　日）




	
	【項　目】
説明「である」提案「しよう」
	【参加者の思考と感情】

知識「わかった」技術「できそう」やる気「やりたい」
	【具体的な進行】

	
	
	
	









詳細資料（Ａ）教室レイアウト

　レイアウトは、以下のパターンを想定しています。


・開始時は、パターンＡでお願いします。

・当日の冒頭配布テキストは、イスの上にファイルとともに置いておきます。

・机はあとで出せるように後ろや脇に準備しておいてください。

・ＰＣからの出力で動画を再生します。スピーカーを講師用机、あるいは前方に配置して、講師のＰＣ(LET'S NOTE CFS8）とつなげるようにご準備ください。

　（ＰＣ用スピーカー、あるいは、ＰＡから出力どちらでもかまいません）

詳細資料（Ｂ）

	
	
	講師

持込
	講師

配送
	会場

準備
	　　備　　考

	事前１
	事前課題テキスト　×人数分(原稿は講師が事前に送付）
	
	
	○
	

	事前２
	事前課題テキスト　×人数分（各自購入）
	
	
	○
	「人前で話す・教える技術」(生産性出版)

	
	
	
	
	
	

	１
	冒頭配布テキスト（事前にセット）×人数分(原稿は講師が事前に送付）
	
	
	○
	Ａ４片面モノクロコピー（２穴）でご準備ください。
裏面はメモに活用します。

	２
	ファイル×人数分
	
	
	○
	１を入れる２穴ファイルをご準備ください。机なしの

レイアウトではじまりますので、下敷き代わりになる

表紙のしっかりしたもの（通常の紙でＯＫ）。

	３
	都度配布テキスト（ソートせず）×人数分(原稿は講師が事前に送付）
	
	
	○
	Ａ４片面モノクロコピー（２穴）でご準備ください。
裏面はメモに活用します。

	４
	パソコン
	○
	
	
	LET'S NOTE CFS8　を持参します

	５
	スピーカー、または、ＰＡ
	
	
	○
	パソコンから、動画、または、音楽を出力します。

	６
	液晶プロジェクター
	
	
	○
	パソコンから投影します（動画も）

	７
	電源延長コード
	
	
	○
	上記機器類をつなぐため、必要に応じて

	８
	スクリーン
	
	
	○
	

	９
	ホワイトボード＆マーカー赤、黒、各２本/枚

　　　　　　　　　×講師用２枚　参加者用４枚
	
	
	○
	可能ならば、印刷できるものがよい。そうでなければ、

デジカメで撮影してプリントアウトして配布します。

	１０
	デジカメ
	
	
	○
	上記８の用途

	１１
	プリンター、または、コピー機
	
	
	○
	上記８の用途

	１２
	模造紙　１２枚

水性マジック　（模造紙記入用太め）赤、黒、各８本
	
	
	○
	

	１３
	ポストイット（７５×１２５　または、７５×７５）など大判のもの

　×各自２束(色違いのものを）

水性マジック　（ポストイット記入用中字）　×人数分
	
	
	○
	

	１４
	文具セット（２穴バンチ、セロテープ、ガムテープ、はさみ、のり）
	
	
	○
	

	１５
	Ａ４コピー用紙（白紙）　１束（５００まい）
	
	
	○
	

	１６
	その他実習用セット
	○
	
	
	必要に応じて、当日持参します。

	１７
	名札ケース（首から下げるものがベター）×人数分
	
	
	○
	

	１８
	名札用紙×人数分
	
	
	○
	氏名を記入（当日、受付で自署）
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●参加者/課題　ビフォー





●アフター





●根拠　趣旨・理由





●タイトル





●ストーリーライン





●環　境・ツール





Ver.2.0(2019)











Ver.1.3(2020/04/12)





記入例　





●趣旨・理由


　もし、７０億人の人が亡くなって、翌日に赤ん坊だけが残されたら、


　何人の人類が生き残れるだろうか。人類の英知を次世代に引き継ぐ


　ことは、生きている者の責務。とても大切な事。


　企業だったら、ノウハウを先輩から後輩へ。あるいは、衆知を集め　


　新しいものを創造する。家族だったら、親から子へ知恵の伝授。


　一人ひとりが「教える技術」を磨くことで、もっとよい世の中に。























●研修タイトル


　「講師の達人」養成講座


　 お客様から参加者へ　自走をうながす研修の作り方





　　　　　　　　　　　　　　　　２０２０年○月○日（ver1.3)





●ビフォー


（人数）２４人


（知識・技術）


・一定の経験はある（「達人」という名称でセグメント）


（やる気）


・パンフレットや案内（ＨＰなど）をみて、教えることに興味を


　もってくれている。社内で「人に教えなくてはならない」立場


　にある（でも苦手）。向上意欲あり。


・お互いはよく知らない人同士（講師のことも知らない）


＊備考（与件など）





●アフター


（知識・技術）


「聞き手が前のめりになって、さっそく実践で活用したい！もっと学　


　びたい！という気になっている」そんな結果をつくるのが「講師の


　達人」。達人にふさわしい、教え方のスキルとマインド（心構え）


　を習得し、ご自身の仕事で活かせる準備が整っている。


（やる気）


・自信を持って実践してみよう。さらに自分で工夫してやってみよ


　うという気になっている。


　終了時点では、これからも学びあう仲間に





●ストーリーライン


（事前）・事前課題１　「教える技術」の中からピックアップ


　　　　・事前課題２　自分の企画書を書いてみる


　　　　＊３週間前からメールセミナー開始（３日に１回配信）





（当日）１　オリエンテーション


　　　　２　ツカミ力　講義＋実習


　　　　３　構成力　　講義＋実習


　　　　４　質問力　　講義＋実習





（事後）・全員にフォローメール


　　　　・希望者に個別フォロー








（集客ツール）


・パンフレット等の紙媒体


・ホームページ等の電子媒体


（事前配布）


・「プロ件数講師の教える技術」


・事前案内テキスト（配布済み）


・メールセミナー（ＷＥＢ連動）


（当日ツール）


・当日配布テキスト（冒頭から）


・当日配布テキスト（つど配布）








●環　境・ツール（詳細別添）


（時間）１０：００～１７：００


　　　　　(昼食１時間）


（場所）・渋谷　JPCビル


（レイアウト）　→詳細資料（Ａ）


（備品類）　　　→詳細資料（Ｂ）


・ホワイトボード


　・講師用　２枚


　・チーム　４枚（６人×４チーム）


・プロジェクター


・スクリーン


・スピーカー（ＢＧＭ、および、動�　画をＰＣから出力）


（グラウンドルール)別途





・・・といった感じで、記入します。








ホワイトボード前に２枚





講師用机イス





事務局・アシスタント用机イス





プロジェクター





参加者荷物置き机





飴・飲み物





参加者荷物置き机











講師用机イス





事務局・アシスタント用机イス





イスだけを、弧の字に





飴・飲み物





プロジェクター





ホワイトボード前に２枚





パターン


Ｃ





パターン


Ｂ





参加者荷物置き机





ホワイトボード前に２枚





講師用机イス





事務局・アシスタント用机イス





飴・飲み物





プロジェクター





パターン


Ａ
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